
(12) 特許協力条約に基づいて公開された国際出願

(10) 国際公開番号
(43) 国際公開 曰

2013 年 6 月 13 日（13.06.2013) WO 2013/084791 A 1
W 画P O P C T

(51) 国際特許分類： (81) 指定国 （表示のな い限 り、全 ての種 類の 国 内保
A61M 5/00 (2006.01) A61M 5/315 (2006.01) 護 が 可 肯 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,

BB, BG, BH, BN, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN,
(21) 国際出願番号： PCT/JP20 12/080932

CO, CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES,

(22) 国際出願 曰： 2012 年 11 月 29 曰（29. 11.2012) FI, GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN,
IS, JP, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR,

(25) 国際出願の言語： 日本語 LS, LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW, MX,
MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PA, PE, PG, PH,(26) 国際公開の言語： 日本語
PL, PT, QA, RO, RS, RU, RW, SC, SD, SE, SG, SK, SL,

(30) 優先権デー タ： SM, ST, SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG,
特願 201 1-265804 201 1 年 12 月 5 曰（05.12.201 1) JP US, UZ, VC, VN, ZA, ZM, ZW.

(71) 出願 人 ：テル モ株 式会 社 （TERUMO KABUSHIKI (84) 指定国 （表示のな い限 り、全 ての種 類の広域保
KAISHA) [JP/JP]; 〒 15 10072 東京都 渋谷 区幡 ケ谷 護 が 可 肯巨）：ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,
二丁 目 4 4 番 1 号 Tokyo (JP). MZ, NA, RW, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ュ一 ラシ

ァ （AM, AZ, BY, KG, KZ, RU, TJ, TM), ョ一 ロッパ
(72) 発明者：沖原 等 (OKIHARA Hitoshi); 〒4180004 静

(AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,岡県富士宮巿三園平 8 8 番地 テルモ株 式会
GB, GR, HR, HU, IE, IS, ΓΓ , LT, LU, LV, MC, MK, MT,社内 Shizuoka (JP). NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI

(74) 代理人 : 特許業務法人信友国際特許事務 (SHIN- (BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,

Y U INTERNATIONAL PATENT FIRM); 亍 1510073 NE, SN, TD, TG).

東京都渋谷区笹塚 2 — 1 — 6 笹塚セ ンタ一 ビ 添付公開書類：
ノレ Tokyo JP) .

一 国際調査報告 （条約第 2 1 条 (3))

(54) Title: GASKET STORAGE CONTAINER

(54) 発明の名称 ：ガスケ ッ ト収納容器

(57) Abstract: A gasket storage container (1) i s eauipped witn a substantially flat plate member ( 2、, and a gasket storage part (3) ior
accommodating a gasket (20). The gasket storage part (3) has an inlet (4), and a cylindrical part (5). The inlet (4) has: a substantially
circular open end (4a) which opens to one surface ( 2 a o f the plate member (2); an inner circumferential part (4b) which continues
fi"om the open end (4a); and the gasket (20) inserted therein. The cylindrical part (5) continues ：from the inlet (4), and protrudes ：from
another surface (2b) o f the plate member (2). Protrusions (7) are provided to the inner circumferential part (4b) o f the inlet (4).

(57) 要約： ガスケ ッ ト収納容器 （1 ) は、略平板状の板材 （2 ) と、ガスケ ッ ト （2 0 ) を収納す るガス
ケ ッ ト収納部 （3 ) とを備 えている。また、ガスケ ッ ト収納部 （3 ) は、入 口部 （4 ) と、筒部 （5 ) と
を有す る。入 口部 （4 ) は、板材 （2 ) の一面 （2 a ) に略 円形 に開 口 した開 口端 （4 a ) と、開 口端
( 4 a ) か ら連続す る内周部 （4 b ) とを有 し、ガスケ ッ ト （2 0 ) が挿入 され る。筒部 （5 ) は、入 口

部 （4 ) か ら連続 して設 けられ 、板材 （2 ) の他面 （2 b ) か ら突 出す る。また、入 口部 （4 ) の内周部
( 4 b ) に突起 （7 ) を設 けた。



明 細 書

発明の名称 ：ガスケッ ト収納容器

技術分野

[0001 ] 本発明は、薬剤注射装置や注射針組立体に用い られるガスケ ッ 卜を収納す

るガスケ ッ 卜収納容器に関する。

背景技術

[0002] 薬剤注射装置や注射針組立体は、薬液 を収納するシ リンジと、 このシ リン

ジに取 り付けられる針管 と、薬液 を収納 したシ リンジに打栓すると共にシ リ

ンジ内を摺動 して薬液 を排出するガスケ ッ 卜等の部材か ら構成 されている。

[0003] 一般的に、薬剤注射装置や注射針組立体を構成するシ リンジやガスケ ッ 卜

等の構成部材の製造会社 と薬液の製造 （充填）会社が異なる場合には、シ リ

ンジゃガスケ ッ 卜等の構成部材を製造する会社か ら薬液の製造会社へシ リン

ジゃガスケ ッ トが搬送される。そ して、薬液の製造会社 にて、薬液 をシ リン

ジへ充填 した後 に、 ガスケ ッ 卜がシ リンジに打栓 される。

[0004] なお、 ガスケ ッ 卜を構成部材の会社か ら薬液の製造会社 に搬送する際や、

保管する際に、 ガスケ ッ トに傷がつ くことを防止する必要がある。そのため

、 ガスケ ッ トを安全に搬送及び保管できるガスケ ッ ト収納容器 と して、例え

ば特許文献 1 に記載 されているようなものがある。特許文献 1 には、略平板

状の部材 と、 この部材を上下に貫通する略円筒状の収納部 と、 を備えたもの

が記載 されている。そ して、 ガスケ ッ トを略円筒状の収納部 に揷入すること

で、 ガスケ ッ トを収納 している。

[0005] また、 ガスケ ッ トをシ リンジに打栓する前 に、 ガスケ ッ トに対 して滅菌処

理 を施す必要がある。近年では、 ガスケ ッ トをガスケ ッ ト収納部 に収納 し、

複数のガスケ ッ 卜収納部 を重ね合わせた状態で、滅菌処理が施 されている。

滅菌処理の方法 と しては、 ガンマ線や電子放射線等の放射線滅菌が行われて

いた。 しか しなが ら、放射線滅菌では、 ガスケ ッ トが腐食するおそれがあ り

、高圧蒸気滅菌 （才一 卜クレープ）や E O G (エチ レン才キサイ ドガス）滅



菌等の高温の蒸気やガスを用いた滅菌方法が求められている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：W O 2 0 0 7 0 9 9 6 4 9

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] しか しながら、特許文献 1 に記載されたガスケット収納容器では、ガスケ

ッ卜収納容器を重ね合わせた際に、ガスケッ卜収納容器の収納部の開口が、

上下に配置されたガスケッ卜収納部の端部によって塞がれていた。その結果

、特許文献 1 に記載されたガスケット収納容器では、ガスケット収納容器を

積層 して高温の蒸気やガスを用いた滅菌方法を施す場合、蒸気やガスが収納

部に収納されたガスケッ卜に届きにくくなる、という不具合があった。

[0008] 本発明の目的は、上記の問題点を考慮 し、ガスケット収納容器を重ね合わ

せた状態で蒸気やガスを用いた滅菌処理を行っても、ガスケッ卜の周囲に蒸

気やガスが通り易くすることができるガスケッ卜収納容器を提供することに

ある。

課題を解決するための手段

[0009] 上記課題を解決 し、本発明の目的を達成する本発明のガスケット収納容器

は、以下のものである。

( ) 略平板状の板材と、

前記板材に設けられ、ガスケットを収納するガスケット収納部と、を備え

前記ガスケッ卜収納部は、

前記板材の一面に略円形に開口した開口端と、前記開口端から連続する内

周部とを有 し、前記ガスケッ卜が挿入される入口部と、

前記入口部から連続 して設けられ、前記板材の一面と反対側の他面から突

出し、前記ガスケットを収納 した際に前記ガスケットを保持する筒部と、を



有 し、

前記入 口部 の前記 開 口端 の内径 は、前記筒部 の外径 よ りも大 き く形成 され

てお り、

前記入 口部 の前記 内周部 には、 突起 が設 け られ、

同種 の他 の ガスケ ッ 卜収納容器 を重ねた際 に、前記 内周部 に設 けた前記突

起 に、前記 同種 の他 の ガスケ ッ 卜収納容器 の前記筒部 における前記入 口部 と

反対側 の端部 が当接 し、前記端部 と前記 内周部 との間 に隙間が形成 され るガ

スケ ッ 卜収納容器。

[001 0] ( 2 ) 前 記 入 口部 の前記 内周部 は、前記 開 口端 か ら前記筒部 にか けてその

径 が連続 的 に小 さ くな るよ うなテ一パ 一状 に形成 されている上記 （1 ) に記

載 の ガスケ ッ 卜収納容器。

[001 1] ( 3 ) 前 記筒部 は、 その筒孔 の内径 が少な くとも 2 段 階 に変化 す る上記 （

1 ) または （2 ) の いずれか に記載 の ガスケ ッ ト収納容器。

[001 2] ( 4 ) 前 記筒部 は、

前記入 口部側 に設 け られ、前記 ガスケ ッ 卜の ピー ク部 の直径 よ りも大 きい

内径 の第 1 筒孔部 と、

前記第 1 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方 向の前記端部側 に設 け られ、

前記第 1 筒孔 の内径 よ りも小 さい内径 の第 2 筒孔部 と、 を有 す る上記 （3 )

に記載 の ガスケ ッ 卜収納容器。

[001 3] ( 5 ) 前 記筒部 は、

前記入 口部側 に設 け られ、前記 ガスケ ッ 卜の ピー ク部 の直径 よ りも大 きい

内径 を有 す る第 1 筒孔部 と、

前記第 1 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方 向の前記端部側 に設 け られ、

前記 ガスケ ッ トの前記 ピー ク部 の直径 よ りも小 さい内径 を有 す る第 2 筒孔部

と、

前記第 2 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方 向の前記端部側 に設 け られ、

前記第 2 筒孔部 の内径 よ りも小 さい内径 を有 す る第 3 筒孔部 と、 を有 す る上

記 （3 ) に記載 の ガスケ ッ 卜収納容器。



発明の効果

[0014] 本発明のガスケッ 卜収納容器によれば、入口部の内周部に設けた突起によ

り、ガスケッ 卜収納容器を重ね合わせた際に、上側に配置されたガスケッ 卜

収納容器の筒部の端部と、下側に配置されたガスケッ 卜収納容器の内周部の

間に隙間を形成することができる。その結果、複数のガスケッ ト収納容器を

重ね合わせても、ガスケッ 卜収納部に収納されたガスケッ 卜の周囲に蒸気や

ガスが通 り易 くなる。

図面の簡単な説明

[001 5] [ 図1] 本発明のガスケッ 卜収納容器の第 1 の実施の形態例を示す平面図である

[ 図2] 本発明のガスケッ 卜収納容器の第 1 の実施の形態例を示す断面図である

[ 図3] 本発明のガスケッ 卜収納容器にガスケッ 卜を収納 した状態を示す断面図

である。

[ 図4 ] 図 3 に示す要部を拡大 して示す断面図である。

[ 図5] 本発明のガスケッ 卜収納容器を重ね合わせた状態を示す断面図である。

[ 図6] 本発明のガスケッ 卜収納容器の第 2 の実施の形態例を示す断面図である

発明を実施するための形態

[001 6] 以下、本発明のガスケッ ト収納容器の実施の形態例について、図 1 〜図 6

を参照 して説明する。なお、各図において共通の部材には、同一の符号を付

している。また、本発明は、以下の形態に限定されるものではない。

[001 7] [ ガスケッ 卜の構成例]

まず、図 4 を参照 して本例のガスケッ 卜収納容器に収納されるガスケッ 卜

の構成例について説明する。

図 4 は、本例のガスケッ 卜収納容器にガスケッ 卜を収納 した状態を示す断

面図である。

[001 8] 図 4 に示すガスケッ 卜2 0 は、例えば薬剤注射装置や注射針組立体の押 し



子に取 り付けられて薬剤注射装置や注射針組立体のシ リンジ内を摺動するも

のである。図 4 に示すように、 ガスケ ッ ト2 0 は、略円筒状 に形成 されてお

り、筒状の側部 2 と、側部 2 の軸方向の一端側 を封止するように設けら

れた底部 2 2 とを有する。すなわち、 ガスケ ッ ト2 0 は、一端 に底部 2 2 を

有 し、他端側 に開口部 2 3 を有する有底筒状の部材で構成 されている。

[001 9] 側部 2 1 の内壁には、押 し子が着脱可能に取 り付けられるね じ部 2 5 が設

けられている。 また、側部 2 の外周面には、側部 2 の外周面か ら半径外

方向に突出する第 1 ピーク部 2 6 と、第 2 ピーク部 2 7 が設けられている。

第 1 ピーク部 2 6 及び第 2 ピーク部 2 7 は、それぞれ リング状 に形成 されて

いる。第 1 ピーク部 2 6 は、側部 2 における開口部 2 3 側 に設けられてお

り、第 2 ピーク部 2 7 は、側部 2 1 における底部 2 2 側 に設けられている。

[0020] なお、側部 2 1 に設けられるピーク部の数は、 2 つに限定されるものでは

な く、 ピーク部 を 3 つ以上設けてもよい。

[0021 ] < 第 1 の実施の形態>

[ ガスケ ッ 卜収納容器の構成例 ]

次 に、図 1 〜図 4 を参照 して本発明のガスケ ッ 卜収納容器の第 1 の実施の

形態例 （以下、 「本例」 という。）の構成例 について説明する。

図 1 は、本例のガスケ ッ ト収納容器を示す平面図、図 2 は、図 1 に示すガ

スケ ッ 卜収納容器の断面図である。図 3 は、図 1 に示すガスケ ッ ト収納容器

にガスケ ッ トを収納 した状態を示す断面図である。

[0022] ガスケ ッ ト収納容器 1 は、複数のガスケ ッ ト2 0 (図 3 及び図 4 参照）を

収納 し、搬送や保管する場合に用い られる。図 1 及び図 2 に示すように、 ガ

スケ ッ 卜収納容器 1 は、略平板状の板材 2 と、 この板材 2 に設けられた複数

のガスケ ッ ト収納部 3 と、か ら構成 される。

[0023] 図 3 及び図 4 に示すように、 ガスケ ッ ト収納部 3 には、 ガスケ ッ ト2 0 が

収納 される。 このガスケ ッ ト収納部 3 は、 ガスケ ッ ト2 0 が揷入される入口

部 4 と、 ガスケ ッ ト2 0 を保持する筒部 5 を有する。

[0024] 入 口部 4 は、板材 2 の一面 2 a に略円形状の開口 した開口端 4 a と、開口



端 4 a から連続 した内周部 4 b とを有 している。この内周部 4 b は、板材 2

の一面 2 a から筒部 5 にかけてその径が連続 して小さくなるようなテ一パ一

状に形成されている。また、この内周部 4 b には、 4 つの突起 7 が設けられ

ている。

[0025] 4 つの突起 7 は、内周部 4 b の周方向に沿って略等間隔に配置されている

。なお、本例では、突起 7 を4 つ設けた例を説明 したが、これに限定される

ものではなく、突起 7 を3 つ以下、あるいは 5 つ以上設けてもよい。そして

、ガスケット収納容器 1 を重ね合わせた際に、突起 7 を有する入口部 4 には

、上側に配置されたガスケッ卜収納容器 1 の筒部 5 が揷入される （図 5 参照

)

[0026] 筒部 5 は、略円筒状に形成されている。筒部 5 は、入口部 4 に連続 して設

けられ、板材 2 の一面 2 a と反対側の他面 2 b から略垂直に突出している。

筒部 5 の外径は、入口部 4 における開口端 4 a 内径よりも若干小さく設定さ

れる。

[0027] 図 4 に示すように、筒部 5 は、その軸方向に沿って略円柱状に開口した第

1筒孔部 5 a と、第 2 筒孔部 5 b と、第 3 筒孔部 5 c とを有 している。第 1

筒孔部 5 a 、第 2 筒孔部 5 b 及び第 3 筒孔部 5 c は、それぞれ筒部 5 の軸方

向と略平行をなす略ス 卜レー 卜状の筒孔である。

[0028] 第 1筒孔部 5 a 、第 2 筒孔部 5 b 及び第 3 筒孔部 5 c は、筒部 5 の軸方向

に沿って入口部 4 から順に配置されている。すなわち、第 1筒孔部 5 a は、

筒部 5 の軸方向の一側である入口部 4 側に位置 しており、第 3 筒孔部 5 c は

、筒部 5 の軸方向の他側に位置 している。そして、第 2 筒孔部 5 b は、第 1

筒孔部 5 a と第 3 筒孔部 5 c の間に位置 している。

[0029] また、第 1筒孔部 5 a 、第 2 筒孔部 5 b 及び第 3 筒孔部 5 c の内径は、そ

れぞれ異なる内径に設定される。第 1筒孔部 5 a の内径は、ガスケッ卜2 0

の第 1 ピーク部 2 6 および第 2 ピーク部 2 7 の直径よりも大きく設定されて

いる。

[0030] 第 2 筒孔部 5 b の内径は、第 1筒孔部 5 a の内径よりも小さく、ガスケッ



卜2 0 の第 2 ピーク部 2 7 の直径よりも若干小さく設定されている。 また、

第 2 筒孔部 5 b の内径は、ガスケッ ト2 0 の側部 2 1 の直径よりも大きく設

定されている。さらに、第 3 筒孔部 5 c の内径は、第 2 筒孔部 5 b の内径よ

りも小さく設定されている。すなわち、本例の筒部 5 における筒孔の内径は

、 3 段階に変化 している。

[0031 ] さらに、第 1 筒孔部 5 a と第 2 筒孔部 5 b の間における内径が大きく変化

する部分には、テ一パ一状に形成された第 1段差部 5 d が設けられており、

第 2 筒孔部 5 b と第 3 筒孔部 5 c の間には、テーパ ー状に形成された第 2 段

差部 5 e が設けられている。

[0032] 筒部 5 にガスケッ 卜2 0 が揷入された際、ガスケッ 卜2 0 の第 1 ピーク部

2 6 が第 1 筒孔部 5 a に対 して第 1 の隙間 T を開けて対向する。 また、ガス

ケッ 卜2 0 の第 2 ピーク部 2 7 は、第 2 筒孔部 5 b 、第 2 段差部 5 e または

第 3 筒孔部 5 c により、内側 （ガスケッ ト2 0 の軸中心に向かって）押圧さ

れ、ガスケッ ト2 0 が筒部 5 に保持される。

[0033] なお、本例では、入口部 4 の内周部 4 b をテーパ ー状に形成 した例を説明

したが、 これに限定されるものではない。内周部 4 b の形状 としては、板材

2 の一面 2 a か ら一段凹んだ段差面を有する形状であってもよい。 このとき

、入口部 4 の開口端 4 a の直径は、筒部 5 の外径より若干大きく設定される

。そ して、突起 7 は、内周部 4 b における段差面、すなわちガスケッ ト収納

容器 1 を重ね合わせた際に、上側に配置されたガスケッ 卜収納容器 1 におけ

る筒部 5 の軸方向の他側の端部 5 f と対向する面に設けられる。

[0034] ガスケッ ト収納容器 1 の材質としては、例えば、ポ リカ一ボネ一 卜、ポ リ

プロピレン、ポ リエチ レン等の合成樹脂が挙げられる。なお、ガスケッ ト収

納容器 1 の材質は、熱変形に強いものが好ま しく、特にポ リ力一ボネ一 卜が

最も好適である。

[0035] [ ガスケッ 卜の収納方法]

次に、上述 した構成を有するガスケッ 卜収納容器 1 にガスケッ 卜2 0 を収

納する方法について図 3 及び図 4 を参照 して説明する。



[0036] まず、ガスケット2 0 の底部 2 2 をガスケット収納容器 1 におけるガスケ

ッ卜収納部 3 の入口部 4 に臨ませる。次に、ガスケット2 0 の底部 2 2 から

ガスケッ卜収納部 3 の入口部 4 に揷入 し、ガスケッ卜2 0 をガスケッ卜収納

部 3 の筒部 5 まで押 し込む。ここで、図4 に示すように、入口部 4 の内周部

4 b は、テ一パ一状に形成されているため、ガスケッ卜2 0 をガスケッ卜収

納部 3 に揷入 し易くできる。

[0037] なお、筒部 5 における第 2 筒孔部 5 b の内径は、ガスケット2 0 の第 2 ピ

—ク部 2 7 の直径よりも若干小さく設定されている。そのため、ガスケット

2 0 は、第 2 ピーク部 2 7 が第 2 筒孔部 5 b の内壁を摺動 しながら、ガスケ

ッ卜2 0 は、筒部 5 内に押 し込まれる。

[0038] さらに、筒部 5 における第 3 筒孔部 5 c の内径は、第 2 筒孔部 5 b の内径

よりも小さく、ガスケット2 0 の第 2 ピーク部 2 7 の直径より小さい。その

ため、ガスケッ卜2 0 を筒部 5 の軸方向の他側に向けてさらに押 し込むと、

筒部 5 の第 2 段差部 5 e によりガスケッ卜2 0 の第 2 ピーク部 2 7 にかかる

抵抗が大きくなる。この抵抗力が、揷入完了の合図となる。これにより、ガ

スケッ卜2 0 を揷入 し過ぎて、ガスケッ卜2 0 の底部 2 2 が筒部 5 の軸方向

の他側の開口部からはみ出すことを防ぐことができる。

[0039] このとき、ガスケット2 0 の第 2 ピーク部 2 7 は、第 2 段差部 5 e または

第 3 筒孔部 5 c により、内側 （軸に向かって）に押圧される。なお、第 2 ピ

—ク部 2 7 が第 2 筒孔部 5 b まで しか押 し込まれていなくても、本例の目的

は達成できるものである。これにより、ガスケット2 0 がガスケット収納部

3 における筒部 5 に確実に保持され、搬送中の振動や衝撃などでガスケッ卜

2 0 がガスケット収納部 3 内で揺動する （ガタつく）ことを防止することが

できる。

[0040] また、第 1筒孔部 5 a と第 2 筒孔部 5 b の間に位置する第 1段差部 5 d は

、テ一パ一状に形成されている。さらに、第 1筒孔部 5 a の内径は、第 1 ピ

—ク部 2 6 及び第 2 ピーク部 2 7 の直径よりも大きく設定されている。これ

らにより、第 2 ピーク部 2 7 が第 2 段差部 5 e または第 3 筒孔部 5 c により



内側 （軸に向かって）に押圧されるまで、ガスケッ ト2 0 を容易に筒部 5 に

おける所定の位置まで押 し込むことができる。

[0041 ] なお、 3 つ以上の ピーク部を有するガスケッ トを収納する場合は、ガスケ

ッ 卜2 0 における底部 2 2 に最も近 くに配置された ピーク部のみが、筒部 5

の第 2 段差部 5 e または第 3 筒孔部 5 c により、内側 （軸に向かって）に押

圧され、ガスケッ ト2 0 が筒部 5 に保持される。そ して、他の ピーク部は、

筒部 5 の内壁に接触することな く、筒部 5 の第 1 筒孔部 5 a も しくは第 2 筒

孔部 5 b と対向することが好ま しい。

[0042] そ して、図 3 に示すように、板材 2 に設けた複数のガスケッ ト収納部 3 に

それぞれガスケッ ト2 0 を収納させる。 これにより、複数のガスケッ ト2 0

をガスケッ 卜収納容器 1 に収納させることができる。

[0043] [ ガスケッ 卜の滅菌処理例 ]

次に図 5 を参照 してガスケッ 卜収納容器 1 に収納 したガスケッ 卜2 0 に対

する滅菌処理例について説明する。

図 5 は、ガスケッ 卜収納容器 1 を重ね合わせた状態を示す断面図である。

なお、図 5 に示す第 1 のガスケッ 卜収納容器 1 A 及び第 2 のガスケッ 卜収

納容器 1 B は、それぞれ同一の構成を有するものである。

[0044] まず、図 5 に示すように、第 1 のガスケッ ト収納容器 1 A の上方に第 2 の

ガスケッ ト収納容器 1 B を重ね合わせる。 このとき、筒部 5 の外径は、入口

部 4 の開口端 4 a の内径 と略等 しいか、若干小さく設定されている。そのた

め、第 2 のガスケッ 卜収納容器 1 B におけるガスケッ 卜収納部 3 における筒

部 5 の入口部 4 と反対側の端部 5 f が、第 1 のガスケッ 卜収納容器 1 A にお

けるガスケッ ト収納部 3 の入口部 4 に揷入される。 これにより、第 1 のガス

ケッ 卜収納容器 1 A の上に重ね合わせた第 2 のガスケッ 卜収納容器 1 B がガ

タつ くことを防止することができる。

[0045] また、第 2 のガスケッ ト収納容器 1 B における筒部 5 の端部 5 f が、第 1

のガスケッ 卜収納容器 1 A の入口部 4 の内周部 4 b に設けた突起 7 に当接す

る。そのため、第 2 のガスケッ ト収納容器 1 B における筒部 5 の端部 5 f と



、第 1 のガスケット収納容器 1 A の入口部 4 の内周部 4 b の間には、第 2 の

隙間S が形成される。

[0046] 第 1 のガスケッ卜収納容器 1 A 及び第 2 のガスケッ卜収納容器 1 B の重ね

合わせ作業が終了すると、次に、高圧蒸気滅菌 （才一 卜クレープ）滅菌や E

O G (エチレン才キサイ ドガス）滅菌等の高温の蒸気やガスを用いた滅菌処

理を行う。

[0047] 第 1 のガスケット収納容器 1 A の筒部 5 の端部 5 f 側及び、第 2 のガスケ

ッ卜収納容器 1 B の入口部 4 は、開放されている。そのため、第 1 のガスケ

ッ卜収納容器 1 A に収納されたガスケット2 0 の底部 2 2 側、及び第 2 のガ

スケッ卜収納容器 1 B に収納されたガスケッ卜2 0 の側部 2 及び開口部 2

3 側に、蒸気やガスが行き渡る。

[0048] また、上述 したように、第 2 のガスケット収納容器 1 B における筒部 5 の

端部 5 f と、第 1 のガスケッ卜収納容器 1 A の入口部 4 の内周部 4 b には、

第 2 の隙間S が形成されている。そのため、第 1 のガスケッ卜収納容器 1 A

では、蒸気やガスが第 2 の隙間S を通過することで、入口部 4 から筒部 5 内

に蒸気やガスが侵入 し、ガスケッ卜2 0 の側部 2 及び開口部 2 3 側に蒸気

やガスが行き渡る。さらに、第 2 のガスケット収納容器 1 B では、蒸気ゃガ

スが第 2 の隙間S を通過することで、筒部 5 の端部 5 f 側の開口から筒部 5

内に蒸気やガスが侵入 し、ガスケット2 0 の底部 2 側に蒸気やガスが行き

渡る。

[0049] なお、第 1 ピーク部 2 6 と第 1筒孔部 5 a との間には、第 1 の隙間T が形

成されており、第 2 筒孔部 5 b の内径は、ガスケッ卜2 0 の側部 2 の直径

よりも大きく設定されている。そのため、入口部 4 の開口端 4 a から侵入 し

た蒸気やガスをガスケッ卜2 0 の第 2 ピーク部 2 7 まで届かせることができ

る。

[0050] したがって、第 1 のガスケッ卜収納容器 1 A に収納されたガスケッ卜2 0

及び第 2 のガスケッ卜収納容器 1 B に収納されたガスケッ卜2 0 に、蒸気や

ガスが届き易くなる。すなわち、ガスケット2 0 の周囲全体に、蒸気やガス



を行 き渡 らせることができる。その結果、滅菌用の蒸気やガスが届かずに滅

菌が施されない部位を軽減することができ、ガスケッ 卜2 0 全体を滅菌する

ことが可能 となる。

[0051 ] なお、図 5 に示す実施の形態例では、 2 つのガスケッ ト収納容器 1 A ，

B を重ね合わせた例を説明 したが、 これに限定されるものではない。すなわ

ち、ガスケッ ト収納容器 1 を 3 つ以上重ね合わせて滅菌処理を施 しても、全

てのガスケッ 卜収納容器 1 に収納されたガスケッ 卜2 0 の周囲全体に滅菌用

の蒸気やガスを行 き渡 らせることができる。

[0052] < 第 2 の実施の形態例>

次に、本発明のガスケッ ト収納容器の第 2 の実施の形態例について、図 6

を参照 して説明ずる。

図 6 は、ガスケッ 卜収納容器の第 2 の実施の形態例を示す断面図である。

[0053] この第 2 の実施の形態例にかかるガスケッ ト収納容器 と、第 1 の実施の形

態例にかかるガスケッ ト収納容器 1 が異なる点は、筒部の構成である。その

ため、 ここでは、筒部について説明 し、ガスケッ ト収納容器 1 と共通する部

分には同一の符号を付 して重複 した説明を省略する。

[0054] 図 6 に示すように、ガスケッ 卜収納容器 5 における筒部 5 5 は、その軸

方向に沿 って略円柱状に開口 した第 1 筒孔部 5 5 a と、第 2 筒孔部 5 5 b と

を有 している。第 1 筒孔部 5 5 a は、筒部 5 5 の軸方向の一側、すなわち入

口部 4 側 に配置され、第 2 筒孔部 5 5 b は、筒部 5 5 の軸方向の他側に配置

される。第 1 筒孔部 5 5 a 、それぞれ筒部 5 の軸方向と略平行をなす略ス ト

レ一 卜状の筒孔である。

[0055] 第 1 筒孔部 5 5 a の内径は、第 1 ピーク部 2 6 及び第 2 ピーク部 2 7 の直

径よりも大きく設定されている。そ して、ガスケッ ト2 0 を筒部 5 5 に収納

した際に、第 1 筒孔部 5 5 a の内壁 とガスケッ 卜2 0 の第 1 ピーク部 2 6 が

第 1 の隙間 T を空けて対向する。

[0056] 第 2 筒孔部 5 5 b は、第 1 筒孔部 5 5 a か ら離れるに したがってその内径

が連続的に小さくなるようなテ一パ一状に形成されている。 また、第 2 筒孔



部 5 5 b における軸方向の中間部の内径は、第 1 筒孔部 5 5 a の内径及びガ

スケ ッ 卜2 0 の第 2 ピーク部 2 7 の直径 よりも小さ く設定される。

[0057] すなわち、 この第 2 の実施の形態例 にかかるガスケ ッ 卜収納容器 5 の筒

部 5 5 の内径は、少な くとも 2 段階に変化する。そ して、 ガスケ ッ ト2 0 の

第 2 ピーク部 2 7 が、第 2 筒孔部 5 5 b の軸方向の中間部 により、内側 （ガ

スケ ッ 卜2 0 の軸中心 に向かって）に押圧され、 ガスケ ッ ト2 0 が筒部 5 5

に保持される。

[0058] 第 2 筒孔部 5 5 b を先細 りのテ ー パ ー 状 に形成 したことで、筒部 5 5 に収

納 したガスケ ッ 卜2 0 が筒部 5 5 における入口部 4 と反対側の開口か ら落下

することを防止できる。 また、第 2 筒孔部 5 5 b における入口部 4 と反対側

の開口付近に、第 2 筒孔部 5 5 b の内壁か ら突出する凸部 を設けてもよい。

この凸部 を設けたことで、 ガスケ ッ 卜2 0 が筒部 5 5 における入口部 4 と反

対側の開口か ら落下することをより効果的に防止することができる。

[0059] なお、第 2 筒孔部 5 5 b は、 ガスケ ッ ト2 0 の落下を防止できる、つまり

ガスケ ッ 卜2 0 を保持できる形状であればよい。例えば、第 2 筒孔部 5 5 b

を略ス 卜レ一 卜状 に形成 し、第 2 筒孔部 5 5 b における入口部 4 と反対側の

開口付近に、第 2 筒孔部 5 5 b の内壁か ら突出する凸部 を設けてもよい。 こ

のとき、第 2 筒孔部 5 5 b に設けた凸部 により、 ガスケ ッ ト2 0 の落下が防

止されているため、第 2 筒孔部 5 5 b の内径は、 ガスケ ッ ト2 0 の第 1 ピ一

ク部 2 6 より大 きくてもよい、あるいは小さ くてもよい。

[0060] また、第 2 筒孔部 5 5 b の内壁か ら突出する凸部は、 ガスケ ッ ト2 0 をガ

スケ ッ 卜収納容器 5 に収納 した際に、第 1 ピーク部 2 6 と第 2 ピーク部 2

7 との間に位置するように設けてもよい。 このとき、第 1 ピーク部 2 6 と第

ピーク部 2 7 との間に滅菌処理のためのガスが届 くように、第 2 筒孔部 5

5 b の内径は、第 1 ピーク部 2 6 及び第 2 ピーク部 2 7 の直径 よりも大 きく

又 さ な 。

[0061 ] その他の構成は、上述 した第 1 の実施の形態例 にかかるガスケ ッ ト収納容

器 1 と同様であるため、それ らの説明は省略する。 このような構成 を有する



ガスケッ卜収納容器 5 によっても、上述 した第 1 の実施の形態例にかかる

ガスケッ卜収納容器 1 と同様の作用及び効果を得ることができる。

[0062] なお、本発明は上述 しかつ図面に示 した実施の形態に限定されるものでは

なく、特許請求の範囲に記載 した発明の要旨を逸脱 しない範囲内で種々の変

形実施が可能である。

符号の説明
[0063] 1， A , B , 5 1 ガスケット収納容器、 2 板材、 2 a 一面

、 2 b 他面、 3 ガスケット収納部、 4 入口部 4 a 開口端、

4 b 内周部、 5 ， 5 5 筒部、 5 a ， 5 5 a 第 1筒孔部、 5 b

， 5 5 b 第 2 筒孔部、 5 c 第 3 筒孔部、 5 第 1段差部、 5 e

第 2 段差部、 5 f ， 5 5 f 端部、 7 突起、 2 0 ガスケット、

2 1 側部、 2 2 底部、 2 3 開口部、 2 6 第 1 ピーク部、

2 7 第 2 ピーク部、 T 第 1 の隙間、 S 第 2 の隙間



請求の範囲

[ 請求項 1] 略平板状の板材 と、

前記板材 に設 け られ、 ガスケ ッ 卜を収納するガスケ ッ 卜収納部 と、

を備 え、

前記 ガスケ ッ 卜収納部 は、

前記板材の一面 に略円形 に開口 した開口端 と、前記開口端か ら連続

する内周部 とを有 し、前記 ガスケ ッ 卜が挿入される入 口部 と、

前記入 口部か ら連続 して設 け られ、前記板材の一面 と反対側の他面

か ら突出 し、前記 ガスケ ッ 卜を収納 した際に前記 ガスケ ッ 卜を保持す

る筒部 と、 を有 し、

前記入 口部の前記開口端の内径 は、前記筒部の外径 よ りも大 きく形

成 されてお り、

前記入 口部の前記内周部 には、突起が設 け られ、

同種の他のガスケ ッ 卜収納容器 を重ねた際に、前記内周部 に設 けた

前記突起 に、前記同種の他のガスケ ッ 卜収納容器の前記筒部 における

前記入 口部 と反対側の端部が当接 し、前記端部 と前記内周部 との間に

隙間が形成 される

ガスケ ッ 卜収納容器。

[ 請求項 2 ] 前記入 口部の前記内周部 は、前記開口端か ら前記筒部 にかけてその

径が連続的に小さ くなるようなテ一パ一状 に形成 されている

請求項 1 に記載のガスケ ッ 卜収納容器。

[ 請求項 3 ] 前記筒部 は、 その筒孔の内径が少な くとも 2 段階に変化する

請求項 1 に記載のガスケ ッ 卜収納容器。

[ 請求項 4 ] 前記筒部 は、

前記入 口部側 に設 け られ、前記 ガスケ ッ 卜の ピーク部の直径 よ りも

大 きい内径の第 1 筒孔部 と、

前記第 1 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方向の前記端部側 に設 け

られ、前記第 1 筒孔の内径 よ りも小さい内径の第 2 筒孔部 と、 を有す



る

請求項 3 に記載のガスケ ッ 卜収納容器。

[ 請求項 5] 前記筒部 は、

前記入 口部側 に設 け られ、前記 ガスケ ッ 卜の ピーク部の直径 よ りも

大 きい内径 を有する第 1 筒孔部 と、

前記第 1 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方向の前記端部側 に設 け

られ、前記 ガスケ ッ 卜の前記 ピーク部の直径 よ りも小さい内径 を有す

る第 2 筒孔部 と、

前記第 2 筒孔部 よ りも前記筒部 における軸方向の前記端部側 に設 け

られ、前記第 2 筒孔部の内径 よ りも小さい内径 を有する第 3 筒孔部 と

、 を有する

請求項 3 に記載のガスケ ッ 卜収納容器。
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